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太陽からのエネルギーが地球に
到達する



エネルギーの多くは地球に
反射されて、また宇宙空間
に戻っていく



反射された放射エネルギーの
一部は、大気に蓄積され、大
気を暖める。



大気中の温室効果ガスの濃度
が増えていくと、蓄積される
エネルギー量が増える。



7Source: WMO (2025) State of the Global Climate 2024

2024年の地球平均気温は、産業化前
と比べて 1.55±0.31°C 高かった。



今後の気温上昇幅は、現在の対策次第



地球平均気温の上昇が、各地域にもたらす影響

生物種損失リ
スク

絶滅に瀕する
生物種の割合

死亡に至る気
温と湿度の条
件に達する一
年あたりの日
数
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Source: NASA (2025) 
https://sealevel.nasa.gov/news/282/nasa-
analysis-shows-unexpected-amount-of-sea-
level-rise-in-2024/

Source: IPCC (2023) AR6 
Synthesis Report

海面上昇
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日本大都市と海面上昇 Climate Centralのウェブサイトより
海抜が50cm以下の地域を赤く示している
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• 排出量実質ゼロを目
指すためには、どの
ガスが、どこから排
出されているのかを
把握することが大切
。

• 化石燃料起源二酸化
炭素は、一番多いが
、それだけではない
。

• 削減しやすいところ
から全GHGをターゲ
ットに。

Source：UNEP 2023 Emission Gap Report
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Source：UNEP 2024 Emission Gap Report 13
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Low に相当

Very low に相当



気候変動の現象と、人間の対応

根本的
原因

環境へ
の圧力
増

環境の
変化 

影響

人々の
対応

資源利用量、
化石燃料燃焼量の増加

温室効果ガス
排出量の増加

温室効果ガス大気
中濃度上昇

地球平均気温上昇

地域的気温上昇
降水量の分布変化

熱中症、食料不足、
水不足、洪水、山火事、
生物種絶滅等、

熱波、寒波、
干ばつ、集中豪雨
強風、落雷、海面上
昇等

人口増加、
人間活動量の増加
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・市民として、気候変動に関心を持っているということを公言することで、自治体
や国の意思決定を変えていく。

・消費者として、排出量の少ない製品を企業が売り出しても、消費者が買わなかっ
たら、企業は、そのような製品を作らなくなってしまう。

・私たちの日々の行動は、社会を変えるために、とても重要。
・個人の意識 → 政治や企業行動を変える → 国を変える
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あと、もう一つ。個人（＝市民、消費者）の果たす役割



出典：電通総研第９回調査「気候不安に関する意識調査」（2023年） 17



ご清聴ありがとうございました
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